
「ナラティブ」とは、英語で「ものがたり」という意味です。

誰にでも、今まで生きてきたその人だけの「ものがたり」があります。

一人ひとりが持つ、かけがえのない「ものがたり」を大切にした意思決定支援を
日々実践されている佐藤先生のお話を聞くことができる貴重な機会です。

みょうこうケアフォーラムのお知らせ

平成29年6月17日（土） 13時30分～16時30分日時

会場 新井ふれあい会館 ふれあいホール

内容 13時30分～14時30分：取り組み紹介

14時30分～14時45分：休憩

14時45分～16時30分：講演

【 主 催 】 みょうこうケアフォーラム実行委員会

【問い合わせ】 妙高市地域包括支援センター（みょうこうケアフォーラム実行委員会事務局）

担当：岡田 電話７４－００１７ FAX７２－７６５９

昨年に引き続き「意思決定支援」をテーマに、みょうこうケアフォーラムを開催します。

講演は、患者さん本人および家族の人生を中心に据えた終末期在宅医療を実践している「もの

がたり診療所 所長の佐藤伸彦先生」を講師にお招きし、一緒に考えたいと思います。

≪佐藤 伸彦先生のプロフィール≫

昭和33年東京生まれ。

国立富山大学薬学部卒業後、同大学医学部卒業。

国立富山大学和漢診療学教室、成田赤十字病院内科、飯塚

病院神経内科などを経て、富山県砺波市 砺波サンシャイン病

院で副院長として、高齢者医療に関わる。

市立砺波総合病院地域総合診療科部長、外来診療部内科部

長を経て、ナラティブホーム構想の提唱者として医療法人社団

ナラティブホームを平成21年4月に立ち上げ、平成22年4月1日

に「ものがたり診療所」をオープン。同診療所の所長を務める。

【著書】

「ナラティブホームの物語」（医学書院）

「家庭のような病院を」（文藝春秋）

【ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ】

http://www.narrative-home.jp

申込

医療・保健・福祉に関わるかたならどなたでも参加できます。ぜひ、お越しください。

裏面により、6月9日(土)までにFAXまたはメールでお申込みください。

ものがたり診療所 所長 佐藤 伸彦先生

昨年度の学びを活かし意思

決定支援を行った事例につ

いて、担当ケアマネや事業

所へのインタビューを交え

て紹介します。



裏面

６月１７日（土）みょうこうケアフォーラム参加申込書

事業所名

氏　名 職　種

妙高市地域包括支援センター　　岡田　宛

（みょうこうケアフォーラム実行委員会　事務局）

　FAX：７２－７６５９
　MAIL：naoko_okada@city.myoko.niigata.jp


